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写
真
測
量
の
文
化
財
調
査
へ
の
応
用

実掘側そを築れ致置し試測戯条
各測地面の 応 今 、 た そ し を 、 ゑしこに坊
作域凶成用同 彫 ･ の た 算 別で利つの
業（c）平、果すの刻ま後と出にあ用い研
に撮面水，W’る調のた九いし測るさて究
要影図平はこ 査 記 エ 安 う た 定・れはに
し で断、とは録ジ研結がさ 大 た 、 飛
た（d）あ面 （A）を、にプ究果、 れ仏の昭躍
時図る図興目昭用’、顎がそたのが和的
間化。福的 和 い で に で の 厚 場、３４な
数の作（C）寺と３８らはおてよさ合わ年進
は順業海阿し 年 れ ア い い う と、が嫌歩
，序は 住 修て９たスてるに比作個倉を
表で山羅二こワイ。し・亜成でのも
の行（ a） 寺像、１０とンンてをさ写大た
通つ撮五立三 月 な ハ ド 求乗 れ真仏ら
りた影亜而の文どイのめじた測修す
で。点塔図も化がダ連たて凶：最理こ
あの立 の財挙ム造値、を を に と
つ決面（B） に の げ 工 物 と 各用仏とが
て定凶唐つ尖 ら ‘ Ｉ ｆ 、 突 部い像も期
他招い測れで大測分て実な侍
の（b）（D）提て調る湖芥値ご仏測し、さ
方標平寺試査・底石とと像に、れ
法定城菩み に に 仏 が の の応大る
に点宮薩た地沈の極喧表用仏。
よの跡頭も上む実め：I1tIm し の 地
る設 第 部 の写神測てとⅢi｛た精Ｉ弓
実 置，２立で真殿がよ『Ｅを敢密写
測及次而あ測の行く心測初な真

建わにび発図り溌一位定の実測

建
造
物
研
究
室

2４

写
真
測
敬
に
は
、
飛
行
磯
か
ら
連
統
的
に
雌
影
し
た
写
真
を
利
川
し
て
、
極
左

の
粘
密
な
測
定
を
行
な
っ
た
り
地
図
を
作
っ
た
り
す
る
航
祭
写
真
測
肱
と
、
地
上

で
搬
影
し
た
写
真
を
利
用
し
て
行
な
う
地
上
写
真
測
地
と
が
あ
る
。
い
ず
れ
の
場

合
に
も
緒
裕
な
三
次
元
的
測
定
が
吋
能
で
あ
る
。
ま
た
測
定
・
図
化
と
は
別
に
、

写
真
か
ら
間
接
に
地
化
の
地
物
を
観
察
し
解
析
す
る
判
読
作
業
も
行
な
わ
れ
る
。

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
は
、
昭
和
師
年
以
来
３
ヶ
年
に
わ
た
っ
て
、
東
京
大

学
生
産
技
術
研
究
所
丸
安
研
究
室
の
協
力
を
得
て
、
航
空
写
真
測
岐
に
よ
り
飛
貼

地
方
に
つ
い
て
千
分
の
一
の
地
図
を
皿
而
作
成
し
て
、
同
地
方
の
発
掘
調
査
に
非

常
な
効
果
を
あ
げ
た
。
例
え
ば
、
条
蝋
・
寺
地
の
復
原
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
な

ど
で
あ
る
。
こ
れ
は
判
読
の
範
鴫
に
入
る
が
、
法
隆
寺
、
法
旭
寺
附
近
で
条
里
制

施
行
前
と
考
え
ら
れ
る
真
北
を
指
さ
な
い
地
割
り
の
痕
跡
が
航
空
写
真
に
よ
っ
て

確
認
で
き
た
の
も
重
要
な
副
産
物
の
一
つ
で
あ
る
。

肢
近
は
平
城
京
に
つ
い
て
も
同
様
千
分
の
一
の
地
図
作
成
庭
着
手
し
、
同
時
に

モ
ザ
イ
ク
（
集
成
写
真
）
も
ち
つ
方
粁
に
つ
い
て
完
成
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

「
平
城
宮
報
告
Ⅱ
」
第
Ⅷ
章
に
述
べ
た
よ
う
に
、
条
坊
の
痕
跡
お
よ
び
そ
の
幅
員

ひ
い
て
は
平
城
宮
の
中
軸
線
の
推
定
が
で
き
た
。
ま
た
平
城
宮
北
面
大
垣
跡
、
市

庭
古
墳
の
輪
郭
な
ど
を
確
認
し
、
赤
外
線
辱
真
に
よ
っ
て
池
中
に
あ
る
士
塁
を
も

発
見
す
る
等
数
賓
の
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
平
城
京
全
域
の
地
図
が
完
成
す
れ
ば
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lAj
に
つ
い
て
は
縮
尺
1112
、

紺
の
水
平
断
面
図
を
作
成
し
た
。
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川
当
短
縮
さ
れ
た
。

A
7
図
化
機
に
よ
る
測
図
粕
度
ぱ

椋
定
点
の
実
測
値
と
図
化
栽
に
よ
る

測
定
値
と
の
路
で
示
さ
れ
る
。

今
旧
の
粕
度
は
、

で

0
.5
m
m
以
内
に
、

内
に
収
ま
つ
て
い
る
の
で
粕
厖
の
点
で
間
俎
は
な
い
。

等
閻
線
1
c
m
／
叫
の
図
を
作
成
し
た
。

等
高
線
1
c
m
術
の

IE血、

方
を
服
彩
し
た
が
図
化
は
正
面
に
つ
い
て
の
み
行
っ
た
。

lBl,」
つ
い
て
は
縮
尺
砂
、

(
IJ
絵
参
照
）

fAl⑱
c
で
は
実
長

IDl
で
は

l
m
m
以

正
而
背
血
の
両

（
第
1
図）

第 1lXI り！！柘i封前1,f作多伍l'I;（佐ilI(Iilえl

側
面
の
立
面
図
及
ひ

5
c
m

仏
條
の
実
測
で
は
、
ど
の
角
度
か
ら
測
定
す
る
か
を
ま
ず
決
定
せ
ね
ば
な
ら
な

。

い
。
そ
れ
が
決
，
疋
す
れ
ば
、

A
7
で
は
任
邸
の
点
の
庫
西
応
が
、
図
上

l-0mmmm
ま
で

測
，
疋
で
き
る
か
ら
、
複
雑
な
仙
線
、
仙
面
を
定
貼
的
な
デ
ー
ク
に
よ
っ
て
論
じ
る

こ
と
が
可
能
と
な
る
。

美
術
史
の
分
野
に
お
い
て
、
か
か
る
而
で
の
研
究
を
一
陪

進
股
さ
せ
る
た
め
に
も
＃
真
測
賊
の
応
用
が
期
待
さ
れ
る
。

c
は
縮
尺

1
-50
で
北
面
の
立
面
図
を
作
成
し
た
。
建
造
物
に
限
ら
な
い
が
、
長

い
年
月
を
経
れ
ば
各
所
に
狂
い
が
生
ず
る
。
と
く
に
木
辿
古
建
築
の
瓦
の
荷
煎
に

よ
る
屋
根
の
経
年
変
化
の
測
定
は
困
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
解
体
修
理
直
後
の
而
仕

111寺
五
虹
塔
を
え
ら
び
、
節
年
測
定
し
、
そ
の
変
化
を
知
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

行
な
っ
た
の
で
、
結
果
ぱ
今
後
の
閲
在
を
ま
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

四
で
は
、
翡
さ
約

7
m
の
悌
か
ら
撮
影
し
た
写
襄
に
よ
り
、
縮
尺

l
＿
頂
の
平
面

図
を
作
成
し
た
。
追
構
の
実
測
に
は
多
く
の

H
数
と
人
員
を
要
し
、
今
後
発
掘
面

柏
が
増
大
す
る
な
ら
ば
、
よ
り
一
荊
迅
速
か
つ
正
雁
に
実
測
す
る
た
め
に
も
、
写

嵐
測
品
の
応
川
が
望
ま
し
い
。
ま
た
、
多
数
の
追
物
の
実
測
に
も
応
川
で
き
よ
う
。

写
真
測
賊
ぱ
、
他
の
測
品
に
比
べ
る
と
限
史
も
残
＜
、
ま
だ
進
歩
発
股
の
途
上

に
あ
る
が
、
作
菜
が
迅
速
で
、
粘
股
に
む
ら
が
な
く
、
写
真
が
似
什
さ
れ
る
限

り
、
服
彩
時
の
状
態
を
い
つ
で
も
再
視
で
き
る
し
、
測
定
だ
け
で
な
く
図
面
に
表

現
出
来
な
い
も
の
も
、
乍

tlelパ
か
ら
説
寮
判
砒
で
き
、
ま
た
複
雑
な
構
澁
物
や
仙
線

仙
面
に
つ
い
て
定
址
的
な
テ
ー
ク
が
得
ら
れ
、
こ
れ
を
統
計
的
に
帖
刑
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
重
要
な
成
果
が
期
待
で
き
る
。

全
国
に
あ
る
数
多
く
の
文
化
財
の
T
ナ
ぃ
具
測
款
に
よ
る
撮
彩
と
そ
の
9
才
具
屹
板
の

賂
理
保
什
が

H
F
の

急

務

で

あ

る

と

茄

惑

す

る

。

（

牛

川

喜

幸

）
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